
　紅葉（もみじ）

秋の夕日に　照る山紅葉
濃いも薄いも　数ある中に
松をいろどる　かえでやつたは
山のふもとの　すそもよう

たにのながれに　ちりゆくもみじ
波に揺られて　離れて寄って
赤や黄色の　色さまざまに
水の上にも　織る錦

　里の秋

静かな静かな　里の秋
お背戸に木の実の　落ちる夜は
ああ　母さんとただ二人
栗の実煮てますいろりばた

明るい明るい星の空
鳴き鳴き夜鴨の渡る夜は
ああ　父さんのあの笑顔
栗の実食べては思い出す

さよならさよなら　椰子の島
お船にゆられて　帰られる
ああ父さんよ　ご無事でと
今夜も　母さんと　祈ります



　母さんの歌

母さんは夜なべをして
てぶくろあんでくれた
こがらしふいちゃつめたかろうて
せっせとあんだだよ
ふるさとのたよりはとどく
いろりのにおいがした

母さんはあさいとつむぐ
いちにちつむぐ
おとうは土間でわらうちしごと
おまえもがんばれよ
ふるさとの冬はさみしい
せめてラジオ聞かせたい

母さんのあかぎれいたい
なまみそをすりこむ
ねゆきもとけりゃもうすぐ春だで
畑がまってるよ
小川のせせらぎがきこえる
なつかしさがしみとおる

千の風になって
　　　　オカリナ：ⅡＧ　ｋｙｅ:Ｄ　(2capoC)

私のお墓の前で　泣かないでください
そこに私はいません　眠ってなんかいません
*　千の風に　千の風になって
　　あの大きな空を　吹きわたっています
　　　　（間奏）
秋には光になって　畑にふりそそぐ
冬はダイヤのように　きらめく雪になる
 朝は鳥になって　あなたを目覚めさせる
 夜は星になって　あなたを見守る
　　　　（間奏）
私のお墓の前で　泣かないでください
そこに私はいません　眠ってなんかいません
*　千の風に　千の風になって
　　あの大きな空を　吹きわたっています
*　千の風に　千の風になって
　　あの大きな空を　吹きわたっています
　　あの大きな空を　吹きわたっています

　ふるさと

うさぎ追いし　かの山
こぶな釣し　かの川
夢は今も　めぐりて
忘れがたき　ふるさと

いかにいます　父母
つつがなしや　友がき
雨に風に　つけても
思いいずる　ふるさと

こころざしを　はたして
いつの日にか　帰らん
山は青き　ふるさと
水は清き　ふるさと

　四季の歌

春を愛する人は　心清き人　スミレの花のような　僕の友達
夏を愛する人は　心強き人　岩をくだく波のような　僕の父親
秋を愛する人は　心深き人　愛を語るハイネのような　僕の恋人
冬を愛する人は　心広き人　根雪を溶かす大地のような　僕の母親
根雪を溶かす大地のような　僕の母親

竹田の子守歌

守もいやがる盆から先にゃ
雪もちらつくし子も泣くし

盆が来たとてなにうれしかろ
かたびらはなしおびはなし

この子よう泣く守をばいじる
守も一日やせるやら

はよも行きたやこの在所こえて
向こうに見えるは親のうち
向こうに見えるは親のうち


